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第第第第第第第第第第第第第第
２２２２２２２２２２２２２２
回回回回回回回回回回回回回回
町町町町町町町町町町町町町町
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会
定定定定定定定定定定定定定定
例例例例例例例例例例例例例例

第
２
回
町
議
会
定
例
会会会会会会会会会会会会会会会

各
補
正
予
算
を
追
加

　

平
成　

年
度
厚
沢
部
町
一
般
会

29

計
は
9
千
5
百　

万
8
千
円
を
追

49

加
し
、
予
算
総
額
を　

億
7
千
9

38

百　

万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。

49

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
自

治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対

策
費
負
担
金
、
Ｉ
Ｒ
Ｕ
設
備
（
光

ケ
ー
ブ
ル
）
移
設
工
事
費
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
費
補
助
金
、
企

業
誘
致
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
負
担
金
、
地
方
創
生
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
報
償
費
、
認
定
こ
ど
も
園
新

築
工
事
基
本
設
計
・
実
施
設
計
委

託
料
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立
出

資
金
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

非
常
照
明
用
蓄
電
池
取
替
修
繕

料
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
費
補
助
金
、
管
内
7
商
工
会
特

産
品
利
活
用
推
進
協
議
会
事
業
費

補
助
金
、
う
ず
ら
温
泉
非
常
照
明

用
蓄
電
池
取
替
修
繕
料
、
各
中
学

校
閉
校
記
念
事
業
費
補
助
金
、
統

合
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

費
、
町
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
賄
材

料
購
入
費
、
子
育
て
支
援
事
業
（
学

校
給
食
費
）
補
助
金
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
厚
沢
部
町

29

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
は

　

万
2
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

97額
を
2
億
8
千
2
百　

万
8
千
円

58

と
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
内
容
は
、
館
町
処

理
場
計
装
盤
表
示
器
修
繕
料
で

す
。

子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
を
目
指
し
て

Vol.５

笑
顔
溢
れ
る　
　
　
　
　
　

認
定
こ
ど
も
園
の 

　
　
　
　
　

設
立
に
向
け
て

　

こ
れ
ま
で
の
間
、「
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
、
働
く
職
員
が
笑
顔
溢

れ
る
認
定
こ
ど
も
園
」
と
な
る
よ

う
協
議
・
検
討
を
重
ね
て
き
て
い

ま
す
が
、
今
定
例
会
で
、『
認
定
こ

ど
も
園
新
築
工
事
基
本
設
計
・
実

施
設
計
委
託
料
』
に
係
る
補
正
予

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
赤

沼
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
内
で
の
新

築
整
備
に
向
け
た
基
本
設
計
及
び

実
施
設
計
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
基
本
設
計
の
開
始
に
合

わ
せ
て
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の

代
表
な
ど
を
交
え
た
『
認
定
こ
ど

も
園
開
設
に
向
け
た
検
討
委
員

会
』
を
開
催
し
、「
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
誰
も
が
活
き
活
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
厚
沢
部
町
」
の
推

進
に
向
け
た
地
域
の
拠
点
施
設
の

ひ
と
つ
と
な
る
よ
う
に
計
画
を
深

め
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
費
補
助
金
を　
　

　
　
　
　
　

拡
充
し
ま
す
！

　

町
で
は
、「
子
育
て
し
や
す
い
ま

ち
」
を
目
指
し
て
子
育
て
世
代
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
学
校
給
食
費
補
助
金
を

こ
れ
ま
で
の
『
定
額
』
か
ら
『
給
食

費
の
2
分
の
1
以
内
』
に
改
定
し

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
小
学
校
に
通
う

ご
家
庭
へ
の
助
成
金
は
1
，
5
0

0
円
か
ら
1
，
9
0
0
円
に
。
中
学

校
に
通
う
ご
家
庭
へ
の
助
成
金
は

2
，
0
0
0
円
か
ら
2
，
2
5
0
円

に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
『
第
2
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
6
月　

日　

に
開
催
さ

29

15

（木）

れ
、
平
成　

年
度
『
一
般
会
計
』
及
び
『
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
』
各

29

補
正
予
算
や
各
委
員
の
選
任
、
各
規
約
の
変
更
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
の
詳
細
に
つ
い
て
は
『
議
会
だ
よ
り
9
月
号
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

各
委
員
の
選
任
を
同
意

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
近
藤
良
信
氏
（　

歳
・
新
町
）
、

65

農
業
委
員
会
委
員
に
は
左
記　

名
14

の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

〔
届
出
順
（
★
は
新
任
☆
は
再
任
）
〕

☆
小
野
寺
孔
氏
（　

歳
・
鶉
）

44

☆
木
口
幸
弘
氏
（　

歳
・
赤
沼
町
）

47

★
斉
藤
和
博
氏
（　

歳
・
当
路
）

43

★
佐
藤
貴
彦
氏
（　

歳
・
相
生
）

42

☆
佐
藤
龍
也
氏
（　

歳
・
新
栄
）

41

☆
佐
藤
美
登
子
氏
（　

歳
・
上
里
）

56

★
下
川
部
和
宏
氏
（　

歳
・
稲
見
）

36

☆
外
﨑　

明
氏
（　

歳
・
木
間
内
）

54

☆
高
田　

隆
氏
（　

歳
・
富
栄
）

64

☆
奈
良
正
人
氏
（　

歳
・
鶉
町
）

62

★
西
口
智
章
氏
（　

歳
・
館
町
）

34

★
前
田
秀
幸
氏
（　

歳
・
富
栄
）

32

★
由
利
昭
人
氏
（　

歳
・
新
栄
）

50

☆
吉
田　

藍
氏
（　

歳
・
当
路
）

37

各
規
約
の
変
更
を
承
認

　

平
成　

年
7
月　

日
を
も
っ
て

29

31

江
差
町
ほ
か
2
町
学
校
給
食
組
合

か
ら
当
町
が
脱
退
す
る
こ
と
に
伴

う
『
檜
山
管
内
公
平
委
員
会
共
同

設
置
規
約
』
及
び
『
檜
山
管
内
行
政

不
服
審
査
委
員
会
共
同
設
置
規

約
』
の
変
更
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役場からのお知らせ

▲建設予定地の赤沼ひまわりの丘公園
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役場からのお知らせ

地
域
貢
献
活
動
に

感
謝
状
を

贈
呈

伊
藤
ア
ス
・
ツ
バ
メ　
と

大
同
舗
道
㈱

JV

　

町
は
、
町
道
鶉
西
1
号
線
及
び
2
号
線
の
大
雨
時
の
滞
水
対
策
等
工
事

を
実
施
し
た
『
伊
藤
ア
ス
・
ツ
バ
メ
経
常
建
設
共
同
企
業
体
』
、
並
び
に
鶉
地

区
ふ
れ
あ
い
広
場
内
の
老
朽
工
作
物
撤
去
作
業
を
実
施
し
た
『
大
同
舗
道

㈱
道
南
営
業
所
』
に
対
し
て
、
6
月　

日　

、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

13

（火）

木
製
ベ
ン
チ
を
道
の
駅
と
役
場
に
寄
贈

寛

感

幹

慣

干

干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

　

道
南
う
み
街
信
用
金
庫
厚
沢
部

支
店
（
山
田
和
之
支
店
長
）
は
、

知
内
産
杉
を
使
用
し
て
作
製
し
た

ベ
ン
チ
一
脚
を
6
月　

日　

、『
道

13

（火）

の
駅
あ
っ
さ
ぶ
』
に
寄
贈
。
昨
年

は
『
ゆ
い
ま
～
る
厚
沢
部
』
に
贈
っ

て
お
り
今
回
で
5
年
連
続
の
寄
贈

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
函
館
新
聞

社
も
創
刊　

周
年
記
念
と
し
て
ベ

20

ン
チ
一
脚
を
役
場
に
寄
贈
。
出
納

室
前
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
ま
し
た
。 ▼

伊藤アス・ツバメＪＶの皆さん
▼大同舗道㈱道南営業所の皆さん

▲毎年の寄贈ありがとうございます！

　区分Ⅱ 　○ 世帯全員が住民税非課税である方

　区分Ⅰ　 世帯全員が住民税非課税である方のうち次のいずれかに該当する方

  ○ 世帯全員の所得が０円の方

     （公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

  ○ 老齢福祉年金を受給されている方

『減額認定証の交付対象』
・・・次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方

被
保
険
者
証
の
一
斉
更

被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新新
に
つ
い
て

に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

保
険
証
（
被
保
険
者
証
）
が

　
　
　

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
保
険
証
の
有
効

期
限
が
平
成　

年
7
月　

日
を

29

31

も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
8
月
以

降
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

　

7
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
交

付
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
ら
黄
色
の
保
険
証
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

○
新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は

　

平
成　

年
7
月　

日
迄
で
す
。 

30

31

○
紛
失
し
た
時
や
汚
れ
た
時
は
再

　

交
付
し
ま
す
の
で
保
健
福
祉
課

　

国
保
係
ま
で
申
出
く
だ
さ
い
。

　

減
額
認
定
証
（
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
）
も

新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
が
平
成　

年
7
月　

日

29

31

を
も
っ
て
満
了
と
な
り
8
月
以
降

は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
有

効
期
限
は
保
険
証
と
同
じ
く
1
年

間
で
す
。

　

引
き
続
き
交
付
対
象
に
該
当
す

る
方
は
7
月
中
に
減
額
認
定
証
を

交
付
し
ま
す
の
で
8
月
1
日
か
ら

は
オ
レ
ン
ジ
色
の
減
額
認
定
証
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
必
要
と
な
る
方
は
下
記

の
交
付
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を

確
認
の
上
、
保
健
福
祉
課
国
保
係

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

★
問
合
せ
先　

国
保
係

☎

6
4
‐
3
3
1
3
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Attention！Attention！Attention！Attention！Attention！Attention！Attention！  

  
町
税
・
保
険
料
は
納
期
内
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！　

町
税
・
保
険
料
は
納
期
内
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！　

町
税
・
保
険
料
は
納
期
内
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
！　

町税、保険料は納期内に
忘れずに納めましょう！

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月� � 

全期� � � � � 

4期3期2期1期� � � � � 

4期3期2期1期� � � � � 

6期5期4期3期2期1期

� � � � 保 険 � 
� � 保 険 料 
後期高齢者医療保険料

 ◆納付は便利で確実な「口座振替」で

　町税、各保険料を納め忘れないために、安全確実な口座振替をご利用ください。

　手続きは簡単。通帳、届出印を持って、口座をお持ちの町内の金融機関へ（申込用紙は取扱金融機関にあります）。

 ◆納税相談はお早めに

　納期限までに納付できない特別な事情がある場合には、お早めに税務財政課窓口で納税相談を行ってください。

ご相談なく督促状送付後も納付に至らない場合は、納期限までに納めていただいている方々との公平を期すため

に、滞納処分として財産（預貯金、給与等）の差し押さえを行うことがあります。

 ◆各税金、保険料の普通徴収の納期は次のとおりです。

　納期限は各納付月の末日となりますので、忘れずに必ず納めましょう。

　末日が祝日、休日にあたる時は、その翌日が納期限となります。

　納期限を過ぎると、期限から20日以内に督促状（督促手数料１００円が発生）が発送されます。

 ◆平成２9年度税等納期一覧

〔問合せ先　税務財政課課税収納係　TEL：64－3312〕

自動車税を納めましたか？
　平成29年度自動車税の納付期限は5月31日でした。

　みなさん、自動車税を納め忘れていませんか？

　7月上旬の時点で納税の確認ができていない方には、

7月19日（水）に督促状を発付します。まだ納税されて

いない方は至急納付してください（納税の確認には10

日程度かかる場合があります）。

　督促状を受け取っても納税せずに放置した場合、差

押えなどの滞納処分の対象となりますのでご注意くだ

さい。

　なお、すぐに納付できない事情がある場合は早急に

檜山振興局税務課に連絡してください。

　自動車税について不明な点がある場合には、道税

ホームページをご覧いただくか、檜山振興局税務課に

お問い合わせください。

◆問合せ先　檜山振興局税務課納税係（☎52‐6473）

◆道税ホームページ

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/index.htm

漁港内は遊泳・潜水禁止！

　平成29年4月1日より『漁港内の指定区域では遊泳・

潜水が禁止』になりました。

※漁業者と遊泳者とのトラブル防止のため、北海道漁

　港管理条例により、道内の全ての漁港内の指定区域

　では遊泳や潜水することが禁止です。

※違反すると5万円以下の罰金に処されることがあり

　ます。

※漁港内での遊泳や潜水は

　事故を招く恐れのある危

　険な行為です。

　絶対にやめましょう！

◆問合せ先　

　檜山振興局産業振興部

　水産課（☎52‐6554）

◆道庁ホームページ

　http://www.pref.hokkaido.lg.jp/

　sr/gkg/grp/yuueikinnsi.pdf

！
注
  意
！



5

Wanted！Wanted！Wanted！Wanted！Wanted！Wanted！Wanted！Wanted！Wanted！

  

募
集
し
ま
す
！ 　

募
集
し
ま
す
！　
 

募
集
し
ま
す
！　
 

募
集
し
ま
す
！　
 

募
集
し
ま
す
！ 　

募
集
し
ま
す
！ 　

募
集
し
ま
す
！ 　

募
集
し
ま
す
！ 　

募
集
し
ま
す
！　

　町では、移住や交流人口の拡大による『地域活性化』

と『あっさぶファンの拡大』を図るため、町民の皆さん

と協働して地域創生事業に取り組んでいます。

　その取組の1つとして、大学生による滞在型教育交流

事業を実施しています。今年は、中部学院大学短期大学

部と愛知学院大学の学生が厚沢部町に滞在し、地域住

民との交流や様々な活動を通して学びを深めます。

　滞在中は、ホームステイや町民との交流イベントな

どを予定しており、この程、愛知学院大学の大学生ホー

ムステイにご協力いただけるご家庭を募集します！

　期間は9月4日（月）から10日（日）までの7日間です

が都合の良い日数での受入れで構いません。

アウトキャンパススタディ事業
大学生ホームステイ受入れ家庭を募集します

さとやま留学2017夏キャンプ
活動支援者を募集します

　2011年に発生した福島第一原発事故の影響から福

島の子どもたちを守り、安全な場所で安心して遊び、

元気に多くのことを学んでもらうため、ふくしまキッ

ズ活動終了後も『だっこんび桧山の会厚沢部支部（松

島美保子会長）』を設立し、受入れを継続してきまし

た。通算7年目を迎える今夏も8月9日（水）から11日

（祝）までの3日間、福島県及び隣接県の小学2年生か

ら6年生15名を受入れ、旧清和小でのキャンプや地域

の方々との交流、自然体験などを計画しています。

　6月17日（土）には子どもたちに人参や小豆を贈る

ため、『だっこんび畑（富里）』で種蒔きを行いました。

　なお、当会の活動趣旨に賛同し、キャンプ時の食材

や活動資金を寄付いただける方がいましたら、下記宛

に連絡をお願いします。

★申込（問合せ）先★　

   だっこんび厚沢部支部（松島美保子会長）☎66-2868

ツール・ド・北海道2017in道南
コース整理員を募集します

　今年で31回目を数える『ツール・ド・北海道2017』が

9月8日（金）から10日（日）までの3日間、函館市や木古

内町、厚沢部町など道南2市7町の国道や道道を主な

コースに開催されます。当町は、9月8日（金）午前11時

58分頃、先頭選手が国道227号線を走行して江差町柳

崎から美和に入り、本町や鶉町、木間内を通過。午後0

時54分頃、最終選手が中山トンネルを通り抜けます。

　今回の開催に際しては、コース整理員に協力いた

だける一般町民を募集します。コース整理員は心身

の健康な方であればどなたでも可能です。当日は概

ね1時間程度の任務となりますが、詳細については、8

月22日（火）開催予定の事前説明会で説明します。

　なお、コース整理員への協力が可能な方は、7月14

日（金）までに下記係へ申込みをお願いします。

★申込（問合せ）先★

　総務政策課政策振興係（担当：三戸） ☎64-3311

☆
募
  集
☆

　なお、受入れ可能なご家庭は7月31日（月）までに素

敵な過疎づくり（株）【緯64－2022】または総務政策課

政策振興係【緯64－3311】へ申込みをお願いします。

「道外の大学生と一生の絆と思い出を作りませんか？」
▲「大学生の受入れは初め不安だったけど今は楽しみ」と

　野澤勝晴さん（下列右端）・ゆり子さん（上列左から3人目）
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植
物
は
様
々
な
養
分
を
根
か
ら

吸
収
し
て
生
き
て
い
ま
す
が
、
特

に
た
く
さ
ん
必
要
な
養
分
は
窒
素

や
リ
ン
（
リ
ン
酸
）
、
カ
リ
ウ
ム
（
加

里
）
で
、
こ
れ
ら
を
肥
料
の
三
要
素

と
言
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
窒
素

は
最
も
重
要
な
成
分
で
一
般
的
に

は
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
や
尿
素
の

形
で
施
肥
さ
れ
ま
す
が
土
壌
微
生

物
の
作
用
で
硝
酸
態
窒
素
に
変
換

さ
れ
て
か
ら
植
物
に
吸
収
さ
れ
ま

す
。
硝
酸
態
窒
素
は
土
壌
に
吸
着

す
る
力
が
弱
い
の
で
速
や
か
に
利

用
し
な
い
と
降
雨
に
よ
っ
て
地
下

へ
流
さ
れ
や
す
い
と
い
う
性
質
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
欠
点
を
カ
バ
ー

す
る
も
の
と
し
て
肥
効
調
節
型
肥

料
（
緩
効
性
肥
料
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
普
通
の
肥
料
に
比
べ
て
窒

素
成
分
が
ゆ
っ
く
り
と
長
期
間
効

く
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
肥
料
で

「
追
肥
の
必
要
が
無
く
な
る
」「
降

雨
に
よ
る
流
亡
が
少
な
く
な
り
環

境
負
荷
が
低
減
す
る
」
等
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

　

活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
、

カ
ボ
チ
ャ
の
栽
培
で
次
の
2
種
類

の
肥
効
調
節
型
肥
料
を
用
い
た
試

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
硝
酸
化
成
抑
制
材
入
肥
料
…
ア

ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
が
硝
酸
態
窒
素

変
化
す
る
の
を
抑
制
す
る
成
分
が

入
っ
て
い
る
肥
料
。

②
被
覆
肥
料
…
窒
素
成
分
の
周
り

に
水
の
浸
透
を
遅
く
す
る
樹
脂

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
施
さ
れ
て
お
り

成
分
の
溶
出
が
緩
や
か
な
肥
料
。

　

こ
れ
ら
2
種
類
の
肥
料
が
一
般

的
な
即
効
性
の
肥
料
と
比
較
し
て

生
育
や
収
量
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
か
を
調
査
中
で
す
。

【
農
業
振
興
係　

田
中　

将
之
】

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

肥
効
調
節
型
肥
料
（
緩
効
性
肥
料
）
を
試
験
中
！

　

法
で
は
、「
虐
待
を
発
見
し
た
者

は
、
市
町
村
や
福
祉
事
務
所
、
児
童

相
談
所
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
法
で
は
、「
通
告
を
行
っ
て
も

守
秘
義
務
に
関
す
る
法
律
違
反
に

は
な
ら
な
い
」（
児
童
福
祉
法　
25

条
、
児
童
虐
待
防
止
法
6
条
）
と
定

め
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
住
む
子
ど
も
た
ち
が
安

全
な
環
境
で
安
心
し
て
成
長
し
人

格
形
成
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
に

周
囲
の
人
た
ち
が
見
守
り
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
身
近
な
こ
と
で
何
か

困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
相
談
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。
事
前
に
電
話
で
予
約
い
た
だ

け
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き

ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

廣
田　

朋
子
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

『
児
童
虐
待
』
を
発
見
し
た
ら

68

　

先
日
、「
2
0
1
6
年
度
の
児
童

虐
待
相
談
件
数
が
過
去
最
多
で

あ
っ
た
」
と
全
国
の
市
町
村
や
警

察
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

『
児
童
虐
待
』
と
は
ど
の
よ
う
な

行
為
を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　

法
律
で
は
、「
児
童
虐
待
と
は
身

体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク

ト
（
著
し
い
減
食
、
長
時
間
の
放

置
）
、
心
理
的
虐
待
を
い
う
」（
児
童

虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
2

条
各
号
）
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

心
理
的
虐
待
に
関
し
て
は
、
法

律
上
、
児
童
本
人
に
対
す
る
暴
言

や
拒
絶
的
対
応
と
と
も
に
、
家
庭

で
両
親
（
事
実
婚
状
態
を
含
む
）
の

う
ち
一
方
が
、
他
方
に
対
し
て
行

う
暴
行
や
暴
言
も
児
童
に
対
す
る

心
理
的
虐
待
に
あ
た
る
と
定
め
て

い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、「
夫
婦
喧
嘩
が
児
童
虐

待
に
あ
た
る
場
合
が
あ
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

も
し
、
皆
さ
ん
が
身
近
で
児
童

虐
待
を
発
見
し
た
ら
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

『
ニ
ッ
ポ
ン
1
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
』
に
お
い
て
、『
働
き
方
改
革
』
は

最
大
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
位
置
付
け

ら
れ
国
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
労
働
局
で
は
道
内
に
お

け
る
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た

め
、
北
海
道
と
の
共
催
に
よ
り
説

明
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
、
事
業
所
の
人
事
・
労
務
ご

担
当
者
の
方
等
に
は
是
非
ご
参
加

い
た
だ
き
、
就
業
規
則
等
の
整
備

な
ど
必
要
な
対
応
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時　

8
月
4
日　
（金）

　
　
　
　
　

時　

分
～　

時　

分

13

30

15

30

◆
場
所　

サ
ン
・
リ
フ
レ
函
館

◆
内
容　

『
働
き
方
改
革
』
及
び
労

働
契
約
法
の
『
無
期
転
換
ル
ー
ル
』

に
つ
い
て
、
育
児
・
介
護
休
業
法
の

改
正
に
つ
い
て　

な
ど

★
申
込
み
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

　

北
海
道
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（h
ttp
:/
/
h
o
k
k
a
id
o
-ro
u
d
o
u
k

y
o
k
u
.js
ite
.m
h
lw
.g
o
.jp

）
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

『
働
き
方
改
革
推
進
』 

に
向
け
た
説
明
会
を 

開
催
し
ま
す
！

Vol.
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国
民
年
金
保
険
料
が
免
除　
！？

　

国
民
年
金
は
所
得
が
少
な
い
時

や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
に
、『
保
険
料
の
免
除
』
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

『
免
除
』
に
は
全
額
免
除
の
ほ
か

保
険
料
の
4
分
の
3
、
半
額
、
4
分

の
1
が
免
除
と
な
る
一
部
免
除
、

若
年
者
（　

歳
未
満
）
納
付
猶
予
、

30

学
生
納
付
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
分
の
国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、
申

請
時
点
の
2
年
1
ヵ
月
前
の
月
分

ま
で
で
す
。

　

申
請
が
遅
れ
る
と
、
万
が
一
の

際
に
障
害
年
金
等
を
受
け
取
れ
な

い
場
合
や
失
業
等
の
特
例
免
除
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
申
請
期
間
に
対
応
す

る
前
年
所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
全
額
免
除
と
一
部
免
除

は
、
配
偶
者
及
び
世
帯
主
、
若
年
者

納
付
猶
予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も

所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。
配
偶
者

や
世
帯
主
が
失
業
等
に
該
当
す
る

場
合
も
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

★
問
合
せ
先　

住
民
年
金
係

　

☎

6
4
‐
3
3
1
3

年
金
請
求
書
の
手
続
き
漏
れ　
？！

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
の

に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格
期
間
）

が　

年
か
ら　

年
に
短
縮
さ
れ
る

25

10

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
年
金

機
構
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
対
象
と

な
る
方
に
黄
色
の
封
筒
（　

サ
イ

A4

ズ
）
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
制
度

の
開
始
は
平
成　

年
8
月
1
日

29

（
最
も
早
い
年
金
の
支
払
い
は
平

成　

年　

月
）
で
す
。
ま
だ
請
求
手

29

10

続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
今

す
ぐ
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

0
5
7

0
‐
0
5
‐
1
1
6
5
）
に
お
電
話

を
。
予
約
の
上
、
年
金
事
務
所
に
て

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

保
険
料
の
免
除
と
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

93

平
成　

年
度
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト
②

28

　

去
る
2
月　

日
か
ら　

日
に
か

19

25

け
て
実
施
し
た
農
業
委
員
会
視
察

研
修
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
に
つ
い

て
、
先
月
号
に
続
き
報
告
し
ま
す
。

農
業
機
械
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
シ
ド
ニ
ー
へ

移
動
し
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
農
業
機
械

と
い
う
会
社
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
に
は
日
本
で
は
あ
ま
り
馴

染
み
の
な
い
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

（
タ
ケ
ウ
チ
）
と
い
う
日
本
製
の
機

械
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
農
業
機
械
は
輸
出
専
用
で

日
本
国
内
で
の
販
売
は
行
っ
て
い

な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
海
外
で

の
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
製
の
機
械

は
日
本
の
メ
ー
カ
ー
で
シ
ェ
ア
第

2
位
で
し
た
。
初
め
て
耳
に
す
る

日
本
メ
ー
カ
ー
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
あ
る
と
は
と
て
も
興
味
深

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
Ｏ

農
業
機
械
に
は
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

が
数
台
あ
り
、
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
、
4
5
0
馬
力

も
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
に
は
、
た
だ

た
だ
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
し

た
。
広
大
な
農
地
に
は
、
や
は
り
大

型
機
械
が
必
要
不
可
欠
な
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。

　

シ
ド
ニ
ー
2
日
目
は
フ
レ
ミ
ン

ト
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
市
場
を

視
察
し
ま
し
た
。
1
9
7
4
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
こ
の
市
場
は
、

　
　

と
い
う
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国

44

ha

内
最
大
規
模
で
し
た
。
主
に
生
産

者
直
売
所
や
青
果
売
市
場
、
花
き

市
場
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

生
産
者
直
売
所
で
は
約
3
5
0
戸

の
個
人
農
家
が
出
店
し
て
お
り
、

個
人
農
家
が
場
所
を
購
入
し
野
菜

を
販
売
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
日
本
で
は
見
慣
れ
な
い
野
菜

も
た
く
さ
ん
あ
り
目
を
奪
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
青
果
売
市
場
で
は
約

2
5
0
社
の
業
者
が
規
格
の
そ

ろ
っ
た
青
果
を
大
き
な
箱
に
詰
め

て
販
売
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

バ
ナ
ナ
だ
け
は
別
の
場
所
に
あ
り

ま
し
た
。「
バ
ナ
ナ
と
同
じ
所
に
置

く
と
他
の
青
果
物
が
傷
み
や
す

い
」
と
い
う
理
由
か
ら
で
、
バ
ナ
ナ

に
そ
の
よ
う
な
作
用
が
あ
る
と
は

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
お
、
市
場

内
に
は
郵
便
局
や
病
院
、
銀
行
等

も
あ
り
、
1
つ
の
町
の
機
能
を
果

た
し
て
い
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て
・
・
・

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
初
め
て

目
に
す
る
も
の
耳
に
す
る
こ
と
が

多
く
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

青
果
に
関
し
て
は
無
農
薬
思
考
の

方
が
多
く
、
と
て
も
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、

今
後
の
農
業
委
員
会
の
活
動
等
に

活
か
し
て
い
き
ま
す
。　
　
  
（
完
）

【
広
報
編
集
委
員　

吉
田　

藍
】

Vol.
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「
ウ
ツ
ラ
」
を
ア
イ
ヌ
語
地
名
と

考
え
た
場
合
、「
ウ
ツ
・
～
」
な
ど
の

「
ウ
ツ
」
地
名
の
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
語
地
名
研
究
の
第
一
人

者
と
し
て
知
ら
れ
る
山
田
秀
三

〔
1
9
8
4
『
北
海
道
の
地
名
（
1

7
8
‐
1
7
9
頁
）
』
北
海
道
新
聞

社
〕
に
よ
る
と
、「
ウ
ツ
」
地
名
は

「
ウ
ツ
・
ナ
イ
」
な
ど
全
道
に
た
く

さ
ん
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

語
源
は
今
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
な

い
よ
う
で
す
。
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
飛

来
で
有
名
な
苫
小
牧
市
の
ウ
ト
ナ

イ
湖
が
「
ウ
ツ
」
地
名
の
代
表
格
で

す
が
、
や
は
り
語
源
が
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
。

　

「
ウ
ツ
」
は
「
肋
骨
」
と
訳
さ
れ
る

よ
う
で
す
が
、「
ウ
ツ
・
ナ
イ
」
＝

「
肋
骨
・
川
」
で
は
意
味
が
と
お
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
肋
骨
の
よ
う
に
川

が
グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ
と
曲
が
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
言
わ

れ
ま
す
が
（
山
田
秀
三
前
掲
）
、
解

釈
と
し
て
は
強
引
さ
が
否
め
ま
せ

ん
。

　

そ
も
そ
も
、
鶉
川
が
厚
沢
部
川

や
安
野
呂
川
と
比
べ
て
特
別
に
蛇

行
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
ま
せ

ん
。

　

ど
う
や
ら
、「
ウ
ツ
ラ
」
を
ア
イ

ヌ
語
の
「
ウ
ツ
」
地
名
の
一
種
と
結

論
付
け
る
の
は
難
し
い
よ
う
で

す
。

【
学
芸
員　

石
井　

淳
平
】

あ
っ
さ
ぶ
学
芸
員
講
座
講
座

「
鶉
」
地
名
の
謎
を
さ
ぐ
る
④

の
方
言
が
全
く
聞
き
取
れ
ず
由
利

農
園
の
方
々
に
は
大
変
苦
労
を
か

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
苦
難

の
連
続
を
救
っ
て
く
れ
た
の
が
…

『
お
や
つ
タ
イ
ム
』
で
し
た
！
（
笑
）

農
作
業
の
休
憩
時
間
に
み
ん
な
で

輪
に
な
り
コ
ン
テ
ナ
を
椅
子
に
し

て
北
海
道
銘
産
の
お
や
つ
を
食
べ

た
り
、
農
業
や
家
族
の
話
、
厚
沢
部

の
こ
と
な
ど
い
ろ
ん
な
話
を
し
ま

し
た
。
お
や
つ
タ
イ
ム
の
お
陰
で

農
家
さ
ん
と
の
距
離
が
近
く
な
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

狩
猟
免
許
の
勉
強
を
す
る
た
め

だ
け
に
厚
沢
部
に
来
た
は
ず
が
、

農
作
業
ア
ル
バ
イ
ト
や
他
の
合
宿

生
、
理
科
大
生
と
の
生
活
が
楽
し

く
気
付
け
ば
厚
沢
部
の
こ
と
を
好

き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
合
宿
終

盤
に
は
地
元
の
方
と
の
交
流
機
会

も
増
え
、
地
域
の
祭
典
に
も
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

大
阪
に
帰
る
直
前
に
は
厚
沢
部

町
が
第
2
の
故
郷
の
よ
う
な
感
覚

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊  
吉
田
】

　

去
年
の
夏
、
農
作
業
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
な
が
ら
狩
猟
免
許
が
と
れ

る
『
狩
猟
免
許
合
宿
』
に
参
加
す
る

た
め
大
阪
か
ら
初
め
て
厚
沢
部
町

に
来
た
私
は
、
生
き
て
い
る
熊
を

見
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
熊
を
撃
つ

現
場
を
見
る
の
も
初
め
て
で
衝
撃

的
な
体
験
で
し
た
。
熊
を
撃
っ
た

後
は
み
ん
な
で
河
原
に
行
き
皮
を

剥
い
だ
り
内
臓
を
処
理
し
た
り
と

大
忙
し
で
感
傷
に
浸
る
暇
も
あ
り

ま
せ
ん
。
全
て
の
処
理
が
終
わ
り

ク
タ
ク
タ
に
な
っ
て
い
た
時
、
猟

師
さ
ん
が
熊
肉
を
少
し
分
け
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
日
は
み
ん
な
で

熊
肉
を
使
っ
た
料
理
を
作
り
食
べ

ま
し
た
。
市
販
の
肉
と
は
違
う
味

わ
い
と
力
強
さ
に
驚
い
た
こ
と
を

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
、

由
利
正
充
さ
ん
（
富
里
）
の
『
由
利

農
園
』
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
の
芋
掘
り
は
猛
暑
の
中
、

慣
れ
な
い
姿
勢
で
の
作
業
が
続
い

た
た
め
か
な
り
キ
ツ
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厚
沢
部

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ 
Ⅴ い

Vol.２
　

素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
で
は

「
町
の
Ｐ
Ｒ
」
と
「
厚
沢
部
フ
ァ
ン

拡
大
」
の
た
め
毎
年
『
お
ら
い
も
君

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
』
を
作
製
、
販
売
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
2
0
1
7
年

バ
ー
ジ
ョ
ン
が
完
成
し
、
販
売
を

開
始
し
ま
し
た
。
今
年
の
製
作
に

は
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
協
力
隊
の

相
良
と
吉
田
両
隊
員
が
担
当
。
胸

に
は
『
あ
っ
さ
ぶ 
Ｖ 
』
、
背
中
に
は

い

『
お
ら
い
も
君
を
シ
ル
エ
ッ
ト
に

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
』
が

印
字
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
枚
1
，
8

0
0
円
（
税
込
）
で
好
評
販
売
中
！

過
去
に
作
製
し

た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

も
若
干
在
庫
が

あ
り
ま
す
の
で

是
非
こ
の
機
会

に
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
！

お
ら
い
も
君

ポ
ロ
シ
ャ
ツ

今
年
も
販
売
開
始
！

▲おらいも君シルエット・・・何かに似てる？！

▲

「
夢
（
勝
利
）
を
勝
ち
と
ろ
う
」
の

　
 
意
味
合
い
を
込
め
て
作
製
！
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プロの技 高齢者宅が 快適にプロの技 高齢者宅が 快適に！！
町建築技能者協会がボランティア活町建築技能者協会がボランティア活動動

若者らが素敵な出会いに乾杯若者らが素敵な出会いに乾杯！！
町町「「出会い賑わい元気づくり事出会い賑わい元気づくり事業業』』開催開催
　6月3日（土）、町出会い賑わい元気づくり事

業第1章『出会いに乾杯』が町民交流センター

あゆみと事業の趣旨に賛同した7店舗で開

催。町内外の20代から40代の56名が参加し、

あゆみで自己紹介やお見合い回転寿司を実

施後、お気に入りの人と飲食店をはしごする

飲み歩きを行いました。「厚沢部の若者が出

会い町を元気にしよう！」と町民有志による

実行委員が企画。次回は7月29日（土）『いかだ

下り』等を通して若者らの出会いと交流を後

押しします。詳しくは町HPをご覧ください。

　5月26日（金）、町建築技能者協会（只野勲会

長）の会員12名が、町社会福祉協議会（山畔清

悦会長）が選定した6件の高齢者宅の安全性

と快適性を高めるため、ボランティア活動を

行いました。玄関や廊下に手すりの設置を依

頼した稲見・下川部繁子さん（82歳）は「これ

まで家の出入りやトイレには杖やシルバー

カーを使って移動していたけど、これからは

楽に移動できるので大変ありがたい」と感

謝。なお、今回掛かった材料費は、『赤い羽根

共同募金』より助成されます。

緊張は一瞬。同世代の素敵な出会いに会話が弾む緊張は一瞬。同世代の素敵な出会いに会話が弾む！！

熟練の技が結集！瞬く間に安全・快適な住宅熟練の技が結集！瞬く間に安全・快適な住宅にに

厚沢部の大切な資源を守り育厚沢部の大切な資源を守り育むむ
町河川資源保護振興会が稚アユを放町河川資源保護振興会が稚アユを放流流

　6月19日（月）、町河川資源保護振興会(坂本

和晃会長・会員47名)は、ふ化から稚魚に成育

させた体長10cm程の稚アユ約4,000匹を厚沢

部小学校（小助川浩校長）4年生とともに、国

保病院裏手の河川敷で放流しました。

　稚アユの放流は「厚沢部川の資源を守り育

もう」と毎年行われているもので、厚小4年生

の総合学習としても恒例となっています。

　また、前日18日（日）には会員16名が集まり

俄虫橋下流や中洲の草刈、河川内のゴミ拾い

などのボランティア活動も行いました。アユの一生と生活について学んだ後、厚沢部川へ放流する厚小4年アユの一生と生活について学んだ後、厚沢部川へ放流する厚小4年生生

北海道新幹線が町内を走る!北海道新幹線が町内を走る!??
北海道新幹線トンネル工事説明会開北海道新幹線トンネル工事説明会開催催
　6月19日（月）、（独）鉄道建設・運輸施設整備

支援機構北海道新幹線建設局は、『北海道新

幹線渡島トンネル（町内工区）工事説明会』を

町民交流センターあゆみで開催しました。

　昨年開業した北海道新幹線は札幌延伸に

向けて工事が始まっており、町内は渡島トン

ネル（全長約32.7㎞）の約7.5㎞ で新幹線が走

ります。なお、トンネル工事は2024年2月（予

定）まで行われ、工事で発生する土砂は今秋

以降町内に運搬されますが、土砂受入地が決

まり次第、周辺地域で説明会を開催します。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの ああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみあゆみ

町内のトンネル延長は約7.5㎞（南鶉工区約2.5㎞、町内のトンネル延長は約7.5㎞（南鶉工区約2.5㎞、北北鶉工区約5.0㎞鶉工区約5.0㎞））
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　6月6日（火）、町立厚沢部・鶉・館小学校の各

グランドにおいて運動会が開催されました。

　当初は6月4日（日）開催予定でしたが降雨

のため翌5日（月）に順延。翌日もグランドコ

ンディションが悪く再順延となり運動会関

係者にとっては苦悩の日々。6日（火）は、その

苦労が報われ最高の天候の下での開催とな

りました。

　各小学校の運動会開催にあたり、学校関係

者並びに保護者、地域の皆さま、大変お疲れ

様でした！

鶉小）「一輪車全校発表」（体育館で実施鶉小）「一輪車全校発表」（体育館で実施））

努力 協力 全力で勝利をつか努力 協力 全力で勝利をつかめめ
声援を背に『各小学校で運動会』を開声援を背に『各小学校で運動会』を開催催

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの たたたたたたたたたたかかかかかかかかかかららららららららららたから

厚沢部小厚沢部小））下川部颯心児童会長を先頭に整然と入場行下川部颯心児童会長を先頭に整然と入場行進進

太太田君田君はは「『じゅんばんこ』の精神で」「『じゅんばんこ』の精神で」ををテーマに主張発表テーマに主張発表

何事も「じゅんばんこ」の精神何事も「じゅんばんこ」の精神でで
少年の主張『厚沢部町予選大会』を開少年の主張『厚沢部町予選大会』を開催催

町内予選大会出場者が佐藤祐子審査委員長を囲んで記念撮町内予選大会出場者が佐藤祐子審査委員長を囲んで記念撮影影

　6月6日（火）、少年の主張檜山地区大会『町

内予選大会』が町民交流センターで開催され

町内3中学校より代表15名が出場しました。

　出場生徒は5分間の時間の中で、家族や命、

時間の大切さやボランティア精神、高齢化問

題など多様なテーマの主張を行いました。

　審査の結果、最優秀賞に厚中2年・太田優吾

君、優秀賞には厚中3年・吉田みのりさんが受

賞。両名は6月21日（水）、せたな町で開催され

た檜山地区大会でも厚沢部町代表にふさわ

しく堂々とした主張発表を行いました。

最優秀賞の太田君と優秀賞の吉田さんの主張発表の様最優秀賞の太田君と優秀賞の吉田さんの主張発表の様子子

館小）縦割判対抗「４色の力の限り全力で！館小）縦割判対抗「４色の力の限り全力で！」」

吉田さん吉田さんはは「前向きに努力する」をテーマに主張発「前向きに努力する」をテーマに主張発表表
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自動車は急ブレーキを掛けてもすぐには止まらない「飛び出し禁物！自動車は急ブレーキを掛けてもすぐには止まらない「飛び出し禁物！」」

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの たたたたたたたたたたかかかかかかかかかかららららららららららたから

交通事故に遭わない起こさな交通事故に遭わない起こさないい
厚沢部中学校『交通安全教室』を開厚沢部中学校『交通安全教室』を開催催

大型車の内輪差による巻き込み事故を実演「大型車の死角に入ると危険！大型車の内輪差による巻き込み事故を実演「大型車の死角に入ると危険！」」

　6月12日（月）、厚沢部中学校（塩﨑弘明校

長）は交通安全教室を厚沢部ドライバーズス

クール（高田一弥校長）で開催。同校生徒や先

生ら約80名が参加し、高田校長より「自転車

は自分が事故に遭うだけでなく命を奪う凶

器にもなる。今一度ルールを確認し安全運転

を」との挨拶の後、実際に大型トラックや自

転車などを用いての実技や講義を受講。生徒

会長の清水景哉君（3年）は「正しい自転車の

乗り方や5つのルールを忘れず安全第一で自

転車に乗ります！」と決意を述べました。

黄色い声援を背に全力で挑黄色い声援を背に全力で挑むむ
第40第40回回『『町高齢者スポーツ大町高齢者スポーツ大会会』を』を開催開催
　6月21日（水）、町老人クラブ連合会（斉藤政

雄会長）と町主催の『第40回町高齢者スポー

ツ大会』が総合体育館で開催。参加した15老

人クラブの会員228名が4チームに分かれて

高齢者が楽しみながら身体を動かせるよう

に工夫された13種目で得点を競いました。

　競技前には、厚沢部保育所児童がお遊戯を

3演目披露。会場の雰囲気が和やかになった

後、厚沢部中学校2年生の協力も得ながら競

技を開始。「がんばれ～」「いいど～」等の声援

を背に、それぞれの目標に挑んでいました。

連続で成功連続で成功！！お手伝いの中学生らも驚きの表情（『輪投げ』よりお手伝いの中学生らも驚きの表情（『輪投げ』より））

選手も応援もみ～んな一生懸命！（大人気種目『私はリカちゃん人形』より選手も応援もみ～んな一生懸命！（大人気種目『私はリカちゃん人形』より））

今年も交通ルールを再確認「右見て左見て後ろ見て今年も交通ルールを再確認「右見て左見て後ろ見て」」

来賓チームより動きの良い選来賓チームより動きの良い選手手（『今日は大漁だ』より）（『今日は大漁だ』より）
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特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
に
つ
い
て

藤 岡 智 恵

ごめんください
保健師です

328

　

特
定
不
妊
治
療
に
要
し
た
費
用

は
、
1
回
に
つ
き
北
海
道
が
支
給

す
る
額
を
差
し
引
き
、
残
っ
た
額

の　

万
円
ま
で
を
助
成
し
ま
す
。

20

　

併
せ
て
男
性
不
妊
治
療
を
行
っ

た
場
合
も
、
1
回
に
つ
き
北
海
道

が
支
給
す
る
額
を
差
し
引
き
、

残
っ
た
額
の　

万
円
ま
で
を
助
成

15

し
ま
す
。

②
北
海
道
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　

決
定
通
知
書
（
写
し
）

③
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
受

　

診
等
証
明
書
（
写
し
）

④
治
療
に
係
る
領
収
書
（
写
し
）

⑤
印
鑑
、
振
込
先
の
通
帳

★
ス
テ
ッ
プ
4

　

町
か
ら
助
成
交
付
決
定
書
が
届

き
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
さ
れ

る
。

助
成
の
内
容
は
？

★
ス
テ
ッ
プ
1

　

治
療
終
了
後
、
2
カ
月
以
内
に

北
海
道
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
の
申
請
を
行
う
。

☆
申
請
窓
口
：
江
差
保
健
所

★
ス
テ
ッ
プ
2

　

北
海
道
か
ら
助
成
交
付
決
定
通

知
書
が
届
く
。

★
ス
テ
ッ
プ
3

　

厚
沢
部
町
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
の
申
請
を
行
う
。

☆
申
請
窓
口
：
町
保
健
福
祉
セ
ン

　
　
　
　
　
　

タ
ー
あ
ゆ
み

◎
提
出
書
類

①
厚
沢
部
町
特
定
不
妊
治
療
費
助

　

成
事
業
申
請
書
（
町
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

助
成
の
流
れ
は
？

　

そ
の
他
、
申
請
に
必
要
な
書
類

や
詳
し
い
内
容
、
不
明
な
点
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
保
健
師
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
や
町
へ
の
申
請
は
、

治
療
が
終
了
し
た
年
度
内
に
1
回

の
治
療
の
終
了
毎
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ
先　

○
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

　

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係

　

☎

6
4
‐
3
3
1
9

○
江
差
保
健
所　

　

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

　

☎

5
2
‐
1
0
5
3

不
明
な
点
は
保
健
師
に

　

体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精
（
以

下
「
特
定
不
妊
治
療
」
と
い
う
。
）
、

ま
た
は
、
男
性
不
妊
治
療
（
特
定
不

妊
治
療
に
至
る
過
程
の
一
環
の
治

療
と
し
て
行
っ
た
場
合
）
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

厚
沢
部
町
で
は
、
平
成　

年
度

28

よ
り
『
特
定
不
妊
治
療
』
を
受
け
た

方
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

対
象
と
な
る
治
療
は
？

　

特
定
不
妊
治
療
以
外
で
は
妊
娠

の
見
込
み
が
極
め
て
少
な
い
と
医

師
に
診
断
さ
れ
た
方
の
う
ち
、
次

の
全
て
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
方

が
対
象
で
す
。

①
申
請
す
る
年
の
1
月
1
日
現
在

　

に
お
い
て
、
夫
婦
い
ず
れ
か
が

　

厚
沢
部
町
に
住
所
が
あ
り
、
引

　

き
続
き
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
こ

　

と
③
夫
婦
と
も
に
町
税
の
滞
納
が
な

　

い
こ
と

④
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が　
43

　

歳
未
満
で
あ
る
こ
と

⑤
北
海
道
の
特
定
不
妊
治
療
費
助

　

成
事
業
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

　

こ
と　

対
象
者
は
？

厚沢部町地域ケアシステム構築検討協議会

平成29年度『第1回ワーキンググループ会議』を開催しました　
　5月17日（水）、地域ケアシステム構築検討協議会『第1回ワーキンググループ会議』を、保健福祉センター会議室で開催

しました。この会議は『医療・介護・福祉』の関係機関が集まり『厚沢部町で安心して自分らしい暮らしを長く続ける』ため

に必要な支援やサービスを協議し、地域包括ケアを充実させていくことを目的に、年数回開催しています。

　この日は病院、訪問介護・看護、居宅介護、特老施設、通所介護等、全ての機関の担当者が出席し情報交換を行いました。

　なお、住み慣れた町で支え合いながらイキイキと生活することを目指し、今年度新たに立ち上げた『厚沢部町支え合い

推進協議体』の活動経過と今後の活動計画についての報告も行われました。
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図書館
新　書
情   報

お
す
す
め
図
書

　

７
月
。
キ
ャ
ン
プ
な
ど
野
外
活
動
が
盛
ん
な
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
厚
沢
部
町
で
は
、
様
々
な
生
き
物
を
目
に
し
ま
す
ね
。

　

今
月
号
で
は
、
生
き
物
を
テ
ー
マ
に
し
た
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「鳥のフィールドサイン観察ガイド」

（箕輪 義隆 著）　地面に落ちている鳥の羽や足跡、使わなく
なった巣など鳥が残した生活の痕跡を

「フィールドサイン」と言います。

　このフィールドサインを探すためのコツ

や採集・保存の方法、鳥の生態を解説。見る・

撮るとは一味違う『新しい鳥観察』の楽しみ

方を提案します。

　

●
町
図
書
館
で
は
、
お
探
し
の
資
料
が
貸
出
中
の
場
合
、
ご
予
約
を
承
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
リ
ク
エ
ス
ト
や
北
海
道
立
図
書
館
か
ら
の
貸
出
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

図
書
館
（
直
通
）
☎

6
4
‐
3
4
3
6

「世界の美しすぎる昆虫」

（丸山 宗利 監修）　世界各地にいるユニークで美しい昆虫の
姿を美麗な写真で紹介。色・模様・擬態などの

テーマにわけて写真を見比べることで、昆虫

達の知られざる生態もわかります。

　地球上でもっとも多種多様な生物である

昆虫の中から特別な昆虫を厳選。見て楽しい

読んで知識が身に付く一冊です。

今月の簡単レシピ

　材料が少なくパパッと手軽にでき

る一品です。

　アスパラには体内の老廃物の処理

や疲労回復に役立つアスパラギン酸

が含まれています。是非ご賞味を！

アアアアアアアアアアススススススススススパパパパパパパパパパララララララララララアスパラののののののののののの

肉肉肉肉肉肉肉肉肉肉巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻肉巻ききききききききききき

食改さんのコメ
ント

【材料】（２食分）

・ アスパラ　細め２本また

　は太め１本

・ 豚バラ肉　120ｇ

・ 焼肉のタレ　大さじ１

【作り方】

①アスパラは根元を除き、棒状のままの

　豚肉をくるくると巻きつける。

②油を敷かない状態のフライパンで肉

　巻きにしたアスパラを転がしながら

　焼く。

③肉がこんがり焼けたら、焼肉のタレを

　全体にからませる。

④食べやすい大きさに切り、器に盛る。

エネルギー  260kcal
塩分　   　　　0.9g

食生活
改　善
協議会

厚沢部地区町民プールからのお知らせ　
　厚沢部地区町民プールでは夏期の間（7月と8月の2ヵ月間）午前10時から午後8時まで

営業しますが、下記の時間帯は一時閉館しますので、ご利用の皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。なお、ご不明な点等ありましたら下記へお問い合わせください。

【閉館時間：正午から午後１時】

　〔教育委員会事務局社会教育係（TEL64-3318）、厚沢部地区町民プール（TEL64-3680）〕
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行行

７７

 
＆＆ 事事

おお

知知
らら
せせ

　

第　

回
『
あ
っ
さ
ぶ
ふ
る
さ
と

14

夏
ま
つ
り
』
が
、
7
月　

日　

・　

22

（土）

23

日　

の
2
日
間
、
役
場
前
駐
車
場

（日）
で
開
催
さ
れ
ま
す
（
雨
天
決
行
）
。

　
　

日　

は　

時
の
開
会
。
冠
二

22

（土）

15

郎
と
近
江
亜
矢
歌
謡
シ
ョ
ー
や
カ

ラ
オ
ケ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　

日　

は　

時
に
開
会
し
、
ま

23

（日）

10

つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
『
世
界

一
メ
ー
ク
イ
ン
コ
ロ
ッ
ケ
揚
げ
』

の
ほ
か
巨
大
ビ
ン
ゴ
大
会
や
道
南

ご
当
地
キ
ャ
ラ
こ
れ
く
し
ょ
ん
、

宇
宙
戦
隊
キ
ュ
ウ
レ
ン
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

両
日
と
も
厚
沢
部
名
物
く
じ
の

館
や
鮎
の
塩
焼
き
、
農
産
物
の
直

売
や
飲
食
物
も
販
売
さ
れ
ま
す
。

７
月　

日　

・　

日　

『
あ
っ

22

（土）

23

（日）

さ
ぶ
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り
』
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※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〔無料送迎バスのご案内〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

７月の外来診療

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）

午後・・・13時00分～14時30分
受付
時間

※診療日や担当医は予定であり、変更になる場合があり

　ます。事前に病院へ確認の上、受診してください。

     国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを

 下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間

　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週週週週週週週週週週２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回（（（（（（（（（（火火火火火火火火火火・・・・・・・・・・木木木木木木木木木木曜曜曜曜曜曜曜曜曜曜日日日日日日日日日日週２回（火・木曜日）））））））））））運行日

行　

程

７月の外来診療

診 療 日診 療 科

午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前　月曜日・水曜日・金曜日
午後　月～水曜日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日 （外科は14日・28日）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要連絡）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日

精 神 科

午前　月～金曜日産 婦 人 科

午前　4・5・13・18・19・26・27日
午後　12・26日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　13・27日（予約以外は10時迄に受付）
午後　5・19・26日

眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

　　　7・21日神 経 内 科

休 診 日診 療 日診 療 科

土～日・祝祭日月曜日～金曜日
内 科
外 科

18日（火）・19日（水）

月・木～日・祝祭日

04日（火）・05日（水）

11日（火）・12日（水）

25日（火）・26日（水）

眼 科

　  ★道立病院からのお願い★
　 道立江差病院の内科は、循環器内科及び消化器内科の専門外来となっています。

　 風邪や発熱などの症状のみの方は、厚沢部町国保病院で初期受診をしてください。

　 皆様のご理解ご協力をお願いします。

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

★ピアサポート「ほっこりの会」について★
　ピアサポート「ほっこりの会」は、がん患者さんの経験

等による相談支援を行うため、平成25年に開設しました。

　この会では、参加者の方々とお話した

り、一緒に病気について学ぶ小講話会を

行っています。今年度は「体を動かそ

う！太極拳！！」や「体調を整える食事

について」等を企画しています。参加さ

れる方は、がんの治療を受けている方

や、そのご家族の方です。また、当院に通

院していない方も是非ご参加ください。

　参加を希望する方は、医師・看護師・患者相談受付に声

を掛けていただくか、電話での申込みもできますのでご

利用ください。お問い合わせは、月～金（祝日を除く）の午

後1時～午後5時にTEL52-0036へご連絡ください。

★「えさし子どもの健康セミナー」を開催★
日　時：7月28日（金）18時より（１1時間程度）

場　所：江差町保健センター

　道立江差病院では江差町との共催で「えさし子どもの

健康セミナー」を行います。このセミナーは、子育て中の

親御さんや幼稚園等の職員の方を対象に、医療に対する

知識を深めていただくため、当院小児科医の野上先生が、

毎回テーマを決めて説明します。

　第1回のテーマは「発熱とけいれん」です。小さなお子様

連れでの参加も可能ですので、お気軽にお越しください。

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

― ７月の行事＆お知らせ ―
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― ７月の行事＆お知らせ ―

　

7
月　

日　
　

時
よ
り
、
第　

12

（水）
18

11

回
『
本
格
焼
酎
・
喜
多
里
を
楽
し
む

夕
べ
2
0
1
7
（
札
幌
酒
精
工
業

　

主
催
）
』
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（株）あ
ゆ
み
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
費
（
3
，
0
0
0
円
・
喜
多

里
付
き
）
は
、
厚
沢
部
商
工
会
や
町

観
光
協
会
、　

新
は
こ
だ
て
厚
沢

JA

部
支
店
の
ほ
か
町
内
酒
販
店
で
絶

賛
販
売
中
。
お
仲
間
や
ご
友
人
を

誘
っ
て
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

★
問
合
せ
先　

札
幌
酒
精
工
業
㈱

厚
沢
部
工
場
☎

6
5
‐
2
5
0
0

★
問
合
せ
（
申
込
）
先

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎

5
2
‐
0
1
6
0

７
月　

日　

『
喜
多
里
を
楽
し

12

（水）

む
夕
べ
2
0
1
7
』
開
催
！

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

事
業
案
内
の
お
知
ら
せ

申込締切受講料時　間日　程住民講座・職業訓練名

7月15日（水）
 2,000円10：00～12：00

7月06日（木）
フラダンス教室

7月19日（水）7月20日（木）

7月10日（月） 8,000円09：00～16：007月23日（金）自由研削用砥石(グラインダー)

7月15日（土）
高校生）69,000円

  9：00～16：00
(一部時間延長有)

　7月26日（水）～

　8月11日（祝）　

高校生及び一般求職者のための

『介護職員初任者研修』講座
一　般）79,000円

　

交
通
事
故
や
怪
我
、
脳
卒
中
な

ど
で
脳
に
損
傷
を
受
け
る
と
、
左

記
チ
ェ
ッ
ク
欄
に
あ
る
症
状
に
悩

ま
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
す
ぐ
に
忘
れ
る
。
新
し
い
こ
と

　

が
覚
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

□
う
っ
か
り
ミ
ス
や
不
注
意
が
多

　

く
な
っ
た
。

□
計
画
的
に
物
事
を
進
め
ら
れ
な

　

く
な
っ
た
。

□
自
己
主
張
が
強
く
な
っ
た
。

□
欲
し
い
と
思
う
と
我
慢
が
で
き

　

な
く
な
っ
た
。

□
子
ど
も
っ
ぽ
く
な
っ
た
。

□
相
手
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え

　

ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

江
差
保
健
所
で
は
左
記
の
と
お

り
「
高
次
脳
機
能
障
が
い
無
料
相

談
会
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
症
状
が
多
い
方
は
是
非
こ
の

機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

7
月　

日　
20

（木）

　
　
　
　
　

時
～　

時

10

12

◆
場
所　

江
差
保
健
所
（
2
階
）

◆
相
談
対
応　

脳
外
傷
友
の
会
コ

　

ロ
ポ
ッ
ク
ル
道
南
支
部
、保
健
師

◆
申
込
先　

江
差
保
健
所
健
康
推

　

進
課　

☎

5
2
‐
1
0
5
3

「
高
次
脳
機
能
障
が
い
」
に
つ

い
て
ご
存
知
で
す
か
？

　

南
部
桧
山
衛
生
処
理
組
合
で
は

南
部
桧
山
葬
祭
場
を
よ
り
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事

期
間
中
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
工
事
概
要

①
出
入
口
ス
ロ
ー
プ
新
設

②
既
存
ト
イ
レ
改
修

③
風
除
室
外
側
扉
引
戸
取
替

○
工
事
期
間

　

9
月　

日　

ま
で
（
予
定
）

29

（金）

○
備
考

★
原
則
、
火
葬
中
に
工
事
は
行
い

ま
せ
ん
。
な
お
、
工
事
の
進
捗
状
況

に
よ
り
工
事
を
実
施
す
る
場
合
で

も
、
ご
遺
族
の
方
が
不
快
な
思
い

を
抱
か
な
い
よ
う
、
騒
音
等
細
心

の
注
意
を
払
っ
て
実
施
し
ま
す
。

★
ト
イ
レ
改
修
期
間
中
は
、
片
方

の
ト
イ
レ
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
外
に
は
仮

設
ト
イ
レ
を
設
置
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

　

南
部
桧
山
衛
生
処
理
組
合

  

☎

5
3
‐
6
3
0
1

南
部
桧
山
葬
祭
場
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
工
事
を
実
施
中

　

北
海
道
に
新
し
い
記
念
日
が
で

き
ま
し
た
！

　

松
浦
武
四
郎
が
、
明
治
政
府
に

「
北
加
伊
道
（
ほ
っ
か
い
ど
う
）
」
と

い
う
名
称
を
提
案
し
た
7
月　

日
17

を
「
北
海
道
み
ん
な
の
日
（
愛
称
・

道
み
ん
の
日
）
」
と
し
ま
し
た
。

　

「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」
が
北
海

道
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

本
道
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
文

化
、
風
土
を
見
つ
め
直
し
、
価
値
を

再
認
識
し
て
道
民
一
体
と
な
っ
て

よ
り
豊
か
な
北
海
道
を
築
い
て
い

く
き
っ
か
け
に
す
る
と
と
も
に
、

道
外
か
ら
本
道
を
訪
れ
る
方
、
北

海
道
に
ゆ
か
り
が
あ
る
方
に
本
道

の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」

に
は
記
念
行
事
を
実
施
す
る
ほ
か

道
立
施
設
に
お
い
て
常
設
展
示
の

観
覧
料
や
入
場
料
な
ど
が
無
料
に

な
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
左
記
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
道
み
ん
の
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.h
o
k
k
a
id
o
.l

g
.jp
/ss/ssa

/7
1
7
.h
tm

７
月　

日
は
「
北
海
道
み
ん
な

17

の
日
（
愛
称
・
道
み
ん
の
日
）
」

★
江
差
町
文
化
会
館

○
7
月
4
日　
（火）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

○
7
月　

日　
20

（木）

　

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

　

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　
　

時
～　

時

14

15

　

◆
初
回
更
新
者
講
習

　
　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

17

45

運
転
免
許
更
新
時
講
習



17

樺
樺

樺
樺

戸 籍 の 窓
（6月23日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－3）2,3491,2361,1131,170下地区

（＋2）699357342340鶉地区

（－6）979512467470館地区

（－7）4,0272,1051,9221,980全　町

平成29年5月末日現在

鶉　町　弦巻　清治さん（54歳）  5/28

滝　野　瀬波　　正さん（65歳）  6/12

富　栄　長尾勝次郎さん（90歳）  6/13

共　和　杉森　武雄さん（90歳）  6/15

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

2件今月の寄附件数

105,000円今月の寄附金額

6件
平成29年度
寄附件数累計

185,000円
平成29年度
寄付金額累計

830,000円前年度寄付金額

（6月23日届出分まで）
善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

旭
丘
・
佐
藤
姫
子
さ
ん
か
ら

2
0
，
0
0
0
円

　

本
町
・
前
田
祥
子
さ
ん
か
ら

5
0
，
0
0
0
円

●
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

　

函
館
市
・
干
山　

正
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

1
0
0
，
0
0
0
円

おくやみもうしあげます

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日２２９連続

平成29年6月23日現在

  ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
　  ７月22日（土）は、休日のため施設へのゴミの搬入はできません。
　  ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）　

7
月
の
休
日
当
番
医

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間
9
時
～　

時
）

17

※外国人住民を含む

★
各
種
学
生
・
自
衛
官
を
募
集

　

自
衛
隊
で
は
、
平
成　

年
度
各

29

種
学
生
・
自
衛
官
採
用
試
験
の
受

験
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
航
空
学
生

　

海
：　

歳
以
上　

歳
未
満

18

23

　

空
：　

歳
以
上　

歳
未
満

18

21

●
一
般
曹
・
自
衛
官
候
補
生

　
　

歳
以
上　

歳
未
満

18

27

○
受
付
期
間

　

7
月
1
日　

～
9
月
8
日　

（土）

（金）

☆
問
合
せ
先　

　

自
衛
隊
江
差
地
域
事
務
所

☎

5
2
‐
2
4
7
6

★
北
海
道
警
察
官
を
募
集

　

北
海
道
警
察
で
は
、
平
成　

年
29

度
第
2
回
警
察
官
採
用
試
験
の
受

験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、
精

神
保
健
専
門
医
や
保
健
師
を
相
談

員
と
し
て
、
次
の
と
お
り
精
神
保

健
相
談
（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）
を

開
設
し
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
（
7
月　

日　

午
前
中
迄

13

（木）

に
）
申
込
み
願
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
設
日
以
外
で
も
随
時

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

7
月　

日　
 

18

（火）

◆
時
間　
　

時
～　

時

15

16

◆
場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
合
せ　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎

5
2
‐
1
0
5
3

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
・
警
察
官
・
刑
務
官

職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

電話番号病院名当番日

52-1366勤医協江差診療所7月2日（日） 

55-2017上ノ国診療所9日（日） 

64‐3036厚沢部町国保病院
16日（日） 

64-3041（あっさぶ調剤薬局）

62‐2331乙部町国保病院17日（祝） 

52-0036道立江差病院23日（日） 

52-0036道立江差病院30日（日） 

― ７月の行事＆お知らせ ―

▲ふるさと厚沢部町に応援を！
　詳しくは町ホームページ
http://www．town.assabu.lg.jp

ご確認ください！！

●
試
験
公
告
日　

7
月
3
日　
（月）

○
受
付
期
間

　

8
月
1
日　

～
8
月　

日　

（火）

28

（月）

☆
問
合
せ
先　

　

江
差
警
察
署
警
務
課

☎

5
2
‐
0
1
1
0

★
刑
務
官
を
募
集

　

法
務
省
で
は
、
平
成　

年
度
刑

29

務
官
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募
集

し
ま
す
。

○
受
付
期
間　

　

7
月　

日　

9
時
～

18

（火）

　

7
月　

日　

受
信
有
効

27

（木）

◆
受
付
方
法

　

専
用
サ
イ
ト
（h

ttp
://w
w
w
.ji

n
ji-sh
ik
e
n
.g
o
.jp
/ju
k
e
n
.h
tm
l

）

で
申
込
み

☆
問
合
せ
先

　

函
館
少
年
刑
務
所
庶
務
課

  

☎

0
1
3
8
‐
5
1
‐
0
1
8
5
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 時 
と

 間 
き

刻 む
を

　

明
治　

年
6
月　

日
生
ま
れ
の
外
﨑
な
つ
さ
ん
が
6
月

44

15

　

日　

、
1
0
6
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
厚
沢
部
町
民
歴
代

15

（木）

最
長
寿
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。
当
日
、
孫
の
外
﨑
明
（　
54

歳
）
夫
妻
は
な
つ
さ
ん
が
入
居
し
て
い
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
あ
っ
さ
ぶ
荘
（
中
野
隆
俊
施
設
長
）
を
訪
れ
、
あ
っ

さ
ぶ
荘
の
職
員
や
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
協
力
隊
員
ら
と
と

も
に
祝
福
。
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
感
謝
し
、
更
な
る
最
長

寿
記
録
の
更
新
を
み
ん
な
で
願
い
ま
し
た
。

木木木木木木木木木木木木木木間間間間間間間間間間間間間間木間内内内内内内内内内内内内内内内   外外外外外外外外外外外外外外 﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑 なななななななななななななな外 﨑 な つつつつつつつつつつつつつつつ ささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんさん  111111111111110000000000000066666666666666歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳！！！！！！！！！！！！！！106歳！
長長長長長長長長長長長長長長寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿のののののののののののののの秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘秘訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣訣長寿の秘訣 「「「「「「「「「「「「「「「３３３３３３３３３３３３３３度度度度度度度度度度度度度度のののののののののののののの食食食食食食食食食食食食食食事事事事事事事事事事事事事事ををををををををををををををししししししししししししししっっっっっっっっっっっっっっかかかかかかかかかかかかかか３度の食事をしっかりりりりりりりりりりりりりりりとととととととととととととと」」」」」」」」」」」」」」と」

「
ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ー
ト
ゥ
ユ
～

ハ
ッ
ピ
バ
ー
ス
デ
ー
な
つ
さ
ん
」

　

お
祝
い
の
ケ
ー
キ
を
手
に
外
﨑

明
さ
ん
と
『
1
0
6
』
の
祝
福
パ
ネ

ル
を
被
っ
た
素
敵
な
過
疎
づ
く
り

協
力
隊
相
良
・
吉
田
隊
員
が
登
場
。

な
つ
さ
ん
の
前
で
声
高
ら
か
に
、

お
祝
い
の
唄
で
祝
福
し
ま
し
た
。 

　

日
ご
ろ
、
な
つ
さ
ん
の
生
活
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
あ
っ
さ
ぶ
荘
の
介
護

支
援
専
門
員
・
道
島
康
明
さ
ん
は

「
な
つ
さ
ん
は
自
分
で

食
べ
よ
う
と
す
る
意

欲
が
あ
り
大
変
素
晴

ら
し
い
。
食
事
を
し
っ

か
り
摂
っ
て
い
る
こ

と
が
長
寿
の
秘
訣
で

し
ょ
う
ね
」
と
、
な
つ
さ
ん
の
健
康

の
要
因
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

な
つ
さ
ん
は
「
い
つ
ま
で
生
き

れ
る
か
な
～
？
」
と
孫
嫁
の
節
子

さ
ん
に
質
問
。
節
子
さ
ん
は
「
目
指

せ
1
1
0
歳
!
」
と
明
る
く
返
答
。

「
い
や
1
2
0
歳
だ
!
1
2
0
歳

に
な
っ
た
ら
俺
は
何
歳
だ
?
」
と

明
さ
ん
も
笑
顔
で
答
え
3
人
の
と

て
も
楽
し
げ
な
や
り
と
り
に
心
が

ほ
っ
こ
り
。
周
囲
の
人
た
ち
は
自

然
と
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

な
つ
さ
ん
ら
し
く 

い
つ
ま
で
も
活
き
活
き
と 

健
康
で
過
ご
し
て
ね
！

　

な
つ
さ
ん
は
1
0
0
歳
ま
で
木

間
内
の
自
宅
で
生
活
。「
1
0
0
歳

に
な
っ
て
も
家
の
周
り
の
草
取
り

を
し
て
く
れ
た
よ
」
と
明
さ
ん
。

「
ご
飯
の
準
備
も
し
て
く
れ
て
大

変
助
か
っ
て
い
た
」
と
節
子
さ
ん

も
感
謝
。
最
近
に
な
り
少
し
耳
が

遠
く
な
っ
て
き
た
以
外
1
0
6
歳

を
迎
え
た
と
全
く
感
じ

さ
せ
な
い
な
つ
さ
ん
。

就
寝
前
、
大
好
き
な
歌

を
口
ず
さ
む
と
い
う
な

つ
さ
ん
に
、「
来
年
も
再

来
年
も
そ
の
次
の
年
も

一
緒
に
お
祝
い
の
唄
を
歌
い
ま

し
ょ
う
ね
！
」
と
約
束
し
最
長
寿

記
念
パ
ー
テ
ィ
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
厚
沢
部
町

最
長
寿
の
方
は
佐
々
木
敬
三
郎
さ

ん
（
享
年
1
0
5
歳
）
で
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
檜
山
管
内
在
住

の
最
長
寿
は
、
今
年
1
0
7
歳
を

迎
え
る
せ
た
な
町
在
住
の
女
性
の

方
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

な
つ
さ
ん
共
々
末
永
く
健
康
で

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
ね
！

寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿

▲

協
力
隊
が
『
お
祝
い
し
隊
！
』
を
結
成
し
賑
や
か
に
祝
福

  
な
つ
さ
ん
と
節
子
さ
ん
は
少
々
困
惑
気
味
・
・
・（
苦
笑
）

▼
「
待
っ
て
た
待
っ
て
た
～
運

動
会
♪
」
子
ど
も
た
ち
の
可
愛

ら
し
く
元
気
な
声
で
幕
を
開

け
た
厚
沢
部
保
育
所
運
動
会
。

こ
の
1
ヵ
月
間
、
中
学
校
体
育

祭
に
始
ま
り
小
学
校
運
動
会
、

保
育
所
運
動
会
、
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
少
年
団
や
中
体

連
の
檜
山
予
選
大
会
が
開
催
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

全
力
で
取
り
組
み
、
仲
間
と
力

を
合
わ
せ
支
え
合
い
励
ま
し

合
う
光
景
や
最
後
ま
で
諦
め

な
い
姿
勢
に
心
が
打
た
れ
た
。

▼
「
こ
ん
な
に
長
く
綱
引
き
が

で
き
た
ね
。
し
か
も
自
分
た
ち

の
方
に
綱
が
来
た
ね
！
」
と
厚

沢
部
保
育
所
運
動
会
で
進
行

役
の
先
生
が
子
ど
も
た
ち
を

誉
め
る
。「
何
度
練
習
し
て
も

一
瞬
で
負
け
て
し
ま
う
子
ど

も
た
ち
。
今
日
も
負
け
た
け
ど

諦
め
ず
練
習
を
頑
張
っ
た
成

果
が
出
ま
し
た
」
と
保
護
者
に

も
説
明
。『
勝
ち
負
け
だ
け
で

な
く
最
後
ま
で
粘
り
強
く
諦

め
な
い
こ
と
』『
仲
間
と
協
力

す
る
こ
と
』
の
大
切
さ
を
子
ど

も
た
ち
は
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

運
動
会
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち

が
ひ
と
回
り
大
き
く
見
え
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
は
今
後
の

人
生
に
必
ず
役
立
つ
だ
ろ
う
。

▼
保
育
所
の
運
動
会
を
終
え

て
自
分
の
幼
稚
園
時
代
を
思

い
返
す
。
障
害
物
競
争
で
先
頭

を
走
り
途
中
で
父
親
と
合
流
。

同
じ
絵
が
書
か
れ
た
サ
ン
バ

イ
ザ
ー
を
頭
に
付
け
手
を
つ

な
い
で
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
！

し
か
し
・
・
・
、「
や
す
あ
き
君
失

格
で
す
」「
な
ん
で　

」「
お
父

?!

さ
ん
が
サ
ン
バ
イ
ザ
ー
を
付

け
ず
に
手
に
持
っ
て
い
る
か

ら
で
す
」「
え
っ　

」
悔
し
さ
か

!?

ら
号
泣
。
少
し
落
ち
着
き
、
父

親
に
理
由
を
聞
く
。「
髪
型
が

乱
れ
る
と
思
っ
て
」「
え
っ　
!?

（
大
号
泣
）
」
今
で
も
鮮
明
に
残

る
運
動
会
の
記
憶
。
こ
の
経
験

は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
。（
三
）
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